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きと支配のきと支配の好好
境界線境界線

2月 1 4日－ジェンダーとDVから考える－

バレンタインデーは「愛」を伝える日
でもその裏で「好きだから」「愛しているから」という言葉が暴力や支配を

正当化してしまうことがあります。
デートDVという言葉をつくり、日本での予防教育を先駆けて進めてきた

「山口のり子」さんと一緒に　”好き”と支配の境界について考えてみませんか？

﻿土
ステーザ府中中河原4階

13:30-15:30

講　師：山口 のり子氏

開催概要
参加費：無料　
定　員：先着　会場40名・オンライン60名
対　象：子どもや若者に関わる支援者／専門職
　　　　保護者／内容に興味のある大学生、高校生
託　児：対象は満1歳～小学校就学前までのお子さん
　　　　1人につき100円／要予約／申込締切1/27(火)

一般社団法人アウェア 代表理事

主催：府中市男女共同参画センター「フチュール」　tel.042-351-4600

｜ 会 場 ｜ オ ン ラ イ ン 同 時 開 催

中河原駅から徒歩1分お申込みは
こちらから

府中市男女共同参画センター「フチュール」

申込締切 2/10（火）

デートD V
講座

デートD V
講座

フチュールフチュール

ジェンダー平等社会をめざして半世紀近く日本及び海外で活動する。
シンガポールでＤＶやセクシュアル・ハラスメント被害者支援及び裁判支援などに関わり、ロサ
ンゼルスでＤＶ加害者プログラムを実施するための研修を受ける。2002年に東京で「アウェア」
を開設してＤＶ加害者向け教育プログラムを始める。2003年に「デートＤＶ」という言葉を作
って本を出版し、若者向け防止教育を始める。2006年から各種プログラム（デートＤＶ防止プ
ログラム、ＤＶ加害者プログラム、ＤＶ被害者支援プログラム）の実施者養成をしている。
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